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評価項目 配点

5点

5点

提案内容の実現性 5点

事業への理解・知識 5点

全体プロセス案の設
計

5点

各回プログラム案の
内容

5点

住民の気持ちを引き
出す工夫

10点

課題解決に繋がる先
行事例の提案

5点

住民合意案の実現性
を高める工夫

10点

提案項目②
ワークショップ
運営マニュアル

案作成

成果の体系化 10点

業務実施面① 業務実施体制 10点

75点

業務実施面② 5点

府内に本店がある。 5点

府内に支店、営業所等がある。 3点

上記以外 1点

価格点 15点

25点

100点合計

小計

府内企業
京都府内に、本店、支店又は営業
所などを有する者であること

・各回プログラム案の内容が、全体プロセス案の流れと
　整合しているか。

・少人数でのグループワークを中心としたプログラムと
　なっている等、地域住民の感情に寄り添い、潜在的な
　住民ニーズを引き出し合意形成を図る工夫が見られる
　提案となっているか。

提案項目①
農村地域住民
ワークショップ
の企画・運営

・住民合意形成のために参考となる先行事例等の知識
　を持っているか。

令和3年度農村コミュニティ再構築支援業務
事業者選定に係る企画提案評価基準

満点（15点）×（提案価格の内最低価格／自社の提案価格）

提案内容の的確性

本業務と同種・類似の業務実績があるかどうか。

評価内容

仕様書を的確に踏まえ、明確かつ具体的に提案されているか

事業を効果的・効率的に実施するための提案がされているか

実施方法等が具体的で、実現性があるか。

事業内容及び目的に関する理解・知識が十分にあるかどう
か。

全体の評価

・現状や課題の整理から住民合意の形成に至るまでの話し
　合いや作業の全体プロセス案が適切に設計されているか。

小計

・実現性に乏しい将来像を描くものではなく、５W１Hを
　明確にしながら意見集約していく内容になっているか。

・実施するワークショップの全体構成、各回の目的及び
　具体的手法について、体系的にマニュアルとして
　整理する提案となっているか。

5点

提案内容の実施に必要な体制が組まれているか。


